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AYA世代（高校生）のための学習サポーターの導入について 資料５ 

第 3回小児がんの子どもの教育を考える講演会について 資料６ 

『小児がんの患者さんとご家族のためのサポートブック』の 

ホームページ掲載について 資料７ 

     

 

資料２ 



九州大学病院

九州・沖縄ブロック

古賀友紀、武本淳吉

九州大学病院

092-642-5093

childccenter@jimu.kyushu-u.ac.jp
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（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

肺がん
胃がん

（３）小児がん患者等
の長期の診療体制
の強化のための連携
病院

2 福岡大学病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福岡県

（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲状腺腫瘍、未分化肉
腫、乳児繊維肉腫など

（３）小児がん患者等
の長期の診療体制
の強化のための連携
病院

4 産業医科大学病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福岡県 肝腫瘍、骨腫瘍の手術は不可。

5 北九州市立八幡病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３）小児がん患者等
の長期の診療体制
の強化のための連携
病院

（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３）小児がん患者等
の長期の診療体制
の強化のための連携
病院

8 大分大学医学部附属病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

副腎皮質がん、虫垂が
ん等 大分県

9 大分県立病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 大分県

（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（３）小児がん患者等
の長期の診療体制
の強化のための連携
病院

（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○

（３）小児がん患者等
の長期の診療体制
の強化のための連携
病院

12 宮崎大学医学部附属病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 宮崎県

13 鹿児島大学病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大腸がん、副腎皮質が
ん、膵がん 鹿児島県

14 鹿児島市立病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 鹿児島県

15 琉球大学医学部附属病院 （１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 沖縄県

16
沖縄県立南部医療セン
ター・こども医療センター

（１）地域の小児がん
診療を行う連携病院 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 沖縄県

福岡県

熊本県

熊本県

長崎県

佐賀県

福岡県

熊本赤十字病院

1

3

6

7

10

11

九州がんセンター

久留米大学病院

佐賀大学医学部附属病院

長崎大学病院

熊本大学病院

様式３　小児がん連携病院一覧
        （令和元年10月31日時点）

備考
※地域ブロック外の医療機関の場合、その旨記
載すること。

番号 医療機関名 類型
（選択）

（※類型が（１）又は（２）の医療機関のみ）

都道府県名

担当者所属

担当者連絡先(電話番号)

担当者連絡先(メールアドレス)

小児がん拠点病院名

地域ブロック名

担当者氏名

令和元年11月１日付で16施設の連携病院を指定しました。

　（令和元年11月1日付指定）

　九州・沖縄ブロック小児がん連携病院一覧
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九州・沖縄地域小児がん医療提供体制

令和元年度より各県の行政が協議会へ参画

2

九州大学病院
(小児がん拠点病院）

協議会委員長　赤司　浩一

・九州がんセンター

・北九州市立八幡病院

・産業医科大学病院

・久留米大学病院
・福岡大学病院

・佐賀大学医学部
　附属病院

・長崎大学病院 ・熊本大学病院

・熊本赤十字病院

・大分大学医学部
　附属病院

・大分県立病院

・宮崎大学医学部
　附属病院

・鹿児島大学病院

・鹿児島市立病院

・琉球大学病院

・沖縄県立
　南部医療センター・
　こども医療センター

福岡県
小児がん連携病院

福岡県行政 佐賀県行政 長崎県行政 熊本県行政 大分県行政 宮崎県行政 鹿児島県行政 沖縄県行政

佐賀県
小児がん連携病院

長崎県
小児がん連携病院

熊本県
小児がん連携病院

大分県
小児がん連携病院

宮崎県
小児がん連携病院

鹿児島県
小児がん連携病院

沖縄県
小児がん連携病院



 
第 15 回 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会 

 

日 時  令和 2年 3月 23 日(月) 16:00～17:00 

場 所  各連携病院でシステムを設置している場所 

 

Ⅰ 開会挨拶 （協議会副委員長 九州大学病院小児外科  田口 智章） 

Ⅱ 議事   

 1. 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制について  

（1） 委員名簿 

（2） 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会会則 

（3） 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制図 

資料 1-1（P1） 

資料 1-2（P2） 

資料 1-3（P3） 

 2. 前回議事録の確認                            

  第 14 回九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会（令和元年 9月 22 日） 資料 2 （P4-5） 

【報告事項】   

 3.小児がん拠点病院連絡協議会について  

 （1）第 11 回小児がん拠点病院連絡協議会報告    

 （2）第 11 回小児がん拠点病院連絡協議会・相談支援部会報告  

 （3）厚生労働科学研究 松本班 班会議報告   

（4）厚生労働科学研究 大隅班 班会議報告   

資料 3-1（P6-8） 

資料 3-2（P9） 

資料 3-3（P10-12） 

資料 3-4（P13-15） 

 4. 小児がん拠点病院について  

活動報告 資料 4  （P16） 

 ① 九州・沖縄ブロック小児がん拠点病院テレビ会議  

② 九州･沖縄ブロック小児がん看護ネットワーク会議 

③ 九州大学病院小児緩和ケアチーム活動報告   

④ 九州大学病院小児がん相談支援活動報告    

⑤ 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会  

第４回相談支援部会 

資料 4-1（P17） 

資料 4-2（P18） 

資料 4-3（P19） 

資料 4-4（P20-21） 

資料 4-5（P22） 

5. その他  

（1） 小児・AYA 世代のがんの長期フォローアップに関する研修会（LCAS） 

について 

（2）FOLLOW UP DIARY 配布について 

資料 5-1（P23-26） 

 

資料 5-2（P27） 

【協議事項】   

 6. 小児がん地域計画書について 資料 6（P28） 

 7. 小児がん連携病院指定書発行について 資料 7（P29） 

【各県より報告】  

 8. 九州・沖縄地域各県の小児がんに関する取り組みについて 資料 8（P30-35） 

   ・福岡県（P30-31） ・佐賀県（P32-33） ・長崎県  ・熊本県 

・宮崎県  ・鹿児島県（P34-35） 

 

 

Ⅲ 閉会挨拶 （協議会副委員長 九州大学病院小児外科  田口 智章）  

 

●次回開催日：令和３年１月８日（金） ●開催地：大分県 
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令和2年3月23日現在

委員等 該当条項 県 病　院　名 所　　　属 職　名 氏　　　名

委 員 長 会則第3条1項1号 福岡県 九州大学病院 病院長 病院長 赤司　浩一

副委員長 会則第3条1項1号 福岡県 九州大学病院 小児外科 教授 田口　智章

副委員長 会則第3条1項1号 福岡県 九州大学病院 小児科 教授 大賀　正一

副委員長 会則第3条1項1号 福岡県 九州大学病院 病理診断科・病理部 教授 小田　義直

副委員長 会則第3条1項1号 福岡県 九州大学病院 がんセンター長 准教授 水元　一博

委　員 会則第3条1項2号 福岡県 九州がんセンター 小児科 医長 中山　秀樹

委　員 会則第3条1項2号 佐賀県 佐賀大学医学部附属病院 小児科 臨床講師 西　眞範

委　員 会則第3条1項2号 長崎県 長崎大学病院 小児科 助教 舩越　康智

委　員 会則第3条1項2号 長崎県 長崎大学病院 腫瘍外科（第一外科） 助教 田浦　康明

委　員 会則第3条1項2号 大分県 大分大学医学部附属病院 大分こども急性救急疾患学部門医療・研究事業 教授 末延　聡一

委　員 会則第3条1項2号 熊本県 熊本大学病院 小児外科 講師 本田　正樹

委　員 会則第3条1項2号 熊本県 熊本大学病院 小児科 助教 阿南　正

委　員 会則第3条1項2号 宮崎県 宮崎大学医学部附属病院 小児科 教授 盛武　浩

委　員 会則第3条1項2号 鹿児島県 鹿児島大学病院 小児外科 教授 家入　里志

委　員 会則第3条1項2号 鹿児島県 鹿児島大学病院 小児科 教授 河野　嘉文

委　員 会則第3条1項2号 沖縄県 琉球大学医学部附属病院 第一外科 教授 高槻　光寿

委　員 会則第3条1項2号 沖縄県 琉球大学医学部附属病院 小児科 診療教授 百名　伸之

委　員 会則第3条1項3号 福岡県 北九州市立八幡病院 小児科 主任部長  神薗　淳司 

委　員 会則第3条1項3号 福岡県 産業医科大学病院 小児科 教授 楠原　浩一

委　員 会則第3条1項3号 福岡県 福岡大学病院 小児科 講師 野村　優子

委　員 会則第3条1項3号 福岡県 久留米大学病院 小児科 助教 大園　秀一

委　員 会則第3条1項3号 福岡県 久留米大学病院 小児外科 主任教授 八木　実

委　員 会則第3条1項3号 大分県 大分県立病院 小児外科 主任部長 江角　元史郎

委　員 会則第3条1項3号 大分県 大分県立病院 小児科 部長 糸長　伸能

委　員 会則第3条1項3号 熊本県 熊本赤十字病院 小児科 部長 右田　昌宏

委　員 会則第3条1項3号 鹿児島県 鹿児島市立病院 小児科 科長 新小田　雄一

委　員 会則第3条1項3号 沖縄県
沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター

小児科（血液腫瘍内科） 部長 比嘉　猛

委　員 会則第3条1項3号 沖縄県
沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター

小児外科 部長 金城　僚

委　員 会則第3条1項4号 福岡県 福岡県 保険医療介護部がん感染症疾病対策課 課長 佐野　正

委　員 会則第3条1項4号 佐賀県 佐賀県 健康福祉部健康増進課がん撲滅特別対策室 室長 水町　智子

委　員 会則第3条1項4号 長崎県 長崎県 福祉保健部医療政策課 課長 伊藤　幸繁

委　員 会則第3条1項4号 大分県 大分県 福祉保健部健康づくり支援課
参事監兼
健康づくり支援課長

藤内　修二

委　員 会則第3条1項4号 熊本県 熊本県 健康福祉部健康局健康づくり推進課 課長 新谷　良徳

委　員 会則第3条1項4号 宮崎県 宮崎県 健康増進課 課長 川越　正敏

委　員 会則第3条1項4号 鹿児島県 鹿児島県 くらし保健福祉部健康増進課 課長 岩松　洋一

委　員 会則第3条1項4号 沖縄県 沖縄県 保健医療部健康長寿課 課長 宮里　治

委　員 会則第3条1項5号 佐賀県 佐賀県医療センター好生館 小児外科 部長 村守　克己

委　員 会則第3条1項5号 宮崎県 宮崎県立宮崎病院 小児外科 医長 永田　公二

委　員 会則第3条1項5号 福岡県 九州大学病院 小児科 准教授 古賀　友紀

委　員 会則第3条1項5号 福岡県 九州大学病院 小児外科 助教 武本 淳吉

九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会
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第 15 回九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会議事録 

 

日 時： 令和 2 年 3 月 23 日（月）16：00~17：00 

場 所： 各連携病院でシステムを設置している場所 
 
出席者：30 名 
 
田口 智章 九州大学病院小児外科 大賀 正一 九州大学病院小児科 
水元 一博 九州大学病院がんセンター長   
中山 秀樹 九州がんセンター小児科 西 眞範 佐賀大学医学部附属病院小児科 
伊藤 暢宏 長崎大学病院小児科(代理) 末延 聡一 大分大学医学部附属病院小児科 
山下 貴大 熊本大学病院小児科(代理) 齋藤 祐介 宮崎大学医学部附属病院小児科(代理) 
家入 里志 鹿児島大学病院小児外科 岡本 康裕 鹿児島大学病院小児科(代理) 
百名 伸之 琉球大学医学部附属病院小児科 久田 正昭 琉球大学医学部附属病院第一外科(代理) 
興梠 雅彦 北九州市立八幡病院小児科(代理) 本田 裕子 産業医科大学病院小児科(代理) 
野村 優子 福岡大学病院小児科 大園 秀一 久留米大学病院小児科 
糸長 伸能 大分県立病院小児科 右田 昌宏 熊本赤十字病院小児科 
新小田雄一 鹿児島市立病院 比嘉 猛 沖縄県立南部医療センター小児科 
古賀 友紀 九州大学病院小児科 武本 淳吉 九州大学病院小児外科 
    
宗 健一郎 福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課（代理） 
大谷紗友理 福岡県保健医療介護部がん感染症疾病対策課（代理） 
北島 健一 佐賀県健康福祉部健康増進課がん撲滅特別対策室（代理） 
大隈 輝美 長崎県福祉保健部医療政策課（代理） 
村上 早紀 熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課（代理） 
佐々木大吾 宮崎県健康増進課（代理） 
壹岐健太郎 鹿児島県くらし保健福祉部健康増進課（代理） 

 
欠席者：11 名 
 
赤司 浩一 九州大学病院病院長 小田 義直 九州大学病院病理診断科病理部 
田浦 康明 長崎大学病院腫瘍外科(第一外科) 本田 正樹 熊本大学病院小児外科 
八木 実 久留米大学病院小児外科 江角元史郎 大分県立病院小児外科 
金城 僚 沖縄県立南部医療センター小児科 
村守 克己 佐賀県医療センター好生館小児外科 永田 公二 宮崎県立宮崎病院小児外科 
    

藤内 修二 大分県福祉保健部健康づくり支援課 宮里 治 沖縄県保健医療部健康長寿課 
 

列席者：5 名 
 
清水絵里花 九州大学病院小児がん相談支援センター 石井奈津子 九州大学病院小児がん相談支援センター 
川勝 美樹 九州大学病院医療管理課 粂橋 陽子 九州大学病院小児がん拠点病院事務局 
大島 美保 九州大学病院小児がん拠点病院事務局   

Ⅰ．開会挨拶 
田口副委員長より会議に先立ち以下の挨拶があった。 

・この協議会は 3 月 21 日（土）に開催予定だったが、新型コロナウィルスの影響により、毎月行っ

ている九州・沖縄ブロック小児がん拠点病院テレビ会議を拡大して協議会を行うこととなった。 
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Ⅱ．議事（司会：田口智章副委員長） 

1. 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制について 

委員名簿、協議会会則、九州・沖縄地域小児がん医療提供体制図の確認 
資料 1-1、1-2 に基づき委員名簿、協議会会則の確認を行った。 

田口副委員長より以下の発言があった。 

・村守委員（佐賀県医療センター好生館小児外科）と永田委員（宮崎県立宮崎病院小児外科）につ

いては、会則の第 3 条 1 項 5 号により、「その他協議会の代表者が必要と認める者」として委員を務

めていただいている。 

糸長委員（大分県立病院小児科）より、以下の発言があった。 

・3 月末をもって大分県立病院を辞することとなった。後任はまだ決まっておらず、連携病院とし

て継続が難しい状態となり、今後協議会で検討いただくこととなりそうである。 

資料 1-3 に基づき九州・沖縄地域小児がん医療提供体制図の確認を行った。 

 2. 前回議事録の確認  
資料 2 に基づき前回議事録の確認を行った。 

大賀副委員長より以下の発言があった。 

・第 14 回の協議会は沖縄で開催されたが台風の影響により、14 名の委員の参加となった。協議事

項については後に書面回議を行い承認された。 

【報告事項】 

3. 小児がん拠点病院連絡協議会について 

（1）第 11 回小児がん拠点病院連絡協議会報告 
田口副委員長より資料 3-1 に基づき、以下の報告があった。 

・厚労省の立会いのもと、小児がん中央機関である国立がん研究センターと国立成育医療センター

が中心となり、各小児がん拠点病院の代表者が集まり、年 2.3 回会議を行っている。 

・中央病理診断についての報告では、ゲノム診断も始まり中央病理診断数は年々増加しており、マ

ンパワー不足や予算の確保、迅速性について問題提起された。 

・小児・AYA 世代のがんの長期フォローアップに関する研修事業（LCAS）については、小児がん

中央機関と小児がん拠点病院を中心に各ブロック単位で開催することが承認された。 

（2）第 11 回小児がん拠点病院連絡協議会・相談支援部会報告 
清水相談員より資料 3-2 に基づき、以下の報告があった。 

・がんゲノム医療と高校生の教育支援を 2 つの柱として情報提供があった。高校生の教育支援につ

いては行政の取り組みと小児がん拠点病院 3 施設の実際の取り組みについて報告があった。文部科

学省より高校教育における遠隔授業に関して、同時双方向型の授業配信を行う場合、今までは「受

信側（生徒側）に当該高校の教員を配置すること」が条件であったが、「保護者や医療者、福祉関係

者が側におり、体調管理や緊急時に適切に対応できる体制が整っていれば必ずしも当該高校の教員

の配置を要しない」と条件が緩和された。 
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（3）厚生労働科学研究 松本班 班会議報告 
田口副委員長より資料 3-3 に基づき、以下の報告があった。 

・各ブロックから小児がん集約化についての現状報告が行われた。九州・沖縄ブロックについては

拠点病院（九州大学病院）の新患、再発難治例の紹介件数は増加し、脳・脊髄腫瘍においても拠点

病院への集約化が進んでいる。また、各ブロック全体を通して緩やかな集約化が進んでいる。 

・小児がん拠点病院の QI について研究が行われており、今年も継続している。また、早期相試験の

体制整備や小児がん AYA 世代 QOL 調査も引き続き行われている。 

（4）厚生労働科学研究 大隅班 班会議報告 
古賀委員より資料 3-4 に基づき、以下の報告があった。 

・今年度から開始した小児がんの在宅医療についての研究である。九州地区からは私と鹿児島大学

の岡本医師が分担研究に参加している。最終的に医療者・患者・家族向けのブックレット作成や Web
サイトでの情報発信を目指している。今後、連携病院の先生方にはアンケート調査等にご協力いた

だきたい。 

4. 小児がん拠点病院について 

活動報告 

① 九州・沖縄ブロック小児がん拠点病院テレビ会議 
古賀委員より、資料 4-1 に基づき報告があった。 

・毎月第 4 月曜に開催し、多くの施設の先生方にご参加いただいている。来年度は 4 月と 12 月が休

会となっている。 

武本委員より、以下の発言があった。 

・3 月 21 日（土）に協議会と同日開催が予定されていた九州地区小児固形悪性腫瘍研究会が中止と

なったため、誌上開催となった。14 題の演題登録をいただいており、次年度以降のテレビ会議にて

1、2 題ずつ発表していただくよう検討中である。 

② 九州･沖縄ブロック小児がん看護ネットワーク会議 
清水相談員より、資料 4-2 に基づき、以下の報告があった。 

・今年度はテレビ会議を 3 回と勉強会を 1 回行った。勉強会では遠方の方でも受講できるようスト

リーミング配信を行った。 

③ 九州大学病院小児緩和ケアチーム活動報告 
古賀委員より、資料 4-3 に基づき、以下の報告があった。 

・小児緩和チーム勉強会の第 30 回特別講演では東北大学の田代志門先生をお招きし、123 名の参加

があった。来年度はストリーミング配信などで、多くの先生方に参加いただけるよう考えている。 

④ 九州大学病院小児がん相談支援活動報告 
石井相談員より、資料 4-4 に基づき、以下の報告があった。 

・学校連絡会が半年間に 12 件あった。 
・2020 年 1 月より小児医療センターに学習サポーターを配置している。高校生以上の患者さんを対

象に週 1 回 2 時間程度、個別のニーズに応じた学習指導を行っている。 
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大園委員（久留米大学病院小児科）より、相談支援の相談者別件数の中に院外が数件あるが、どの

地域から相談が来ているのか。との質問があり、清水相談員より、福岡県内からの相談が多い。と

の回答があった。 

⑤ 九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会 第４回相談支援部会 
石井相談員より、資料 4-5 に基づき、以下の報告があった。 

・第 14 回の沖縄での協議会と併せて開催する予定だったが、1 月 10 日（金）に延期して九州大学

にて開催した。琉球大学と沖縄県立南部医療センターからの症例報告をもとに離島での看取りや兄

弟児支援の課題についてグループ討議を行った。第 2 部では緩和ケアチーム勉強会の特別講演を聴

講した。来年度は令和 3 年 1 月 8 日（金）に第 16 回協議会と併せて大分県にて開催予定である。 

5. その他 

（1）小児・AYA 世代のがんの長期フォローアップに関する研修会（LCAS）について 
古賀委員より資料 5-1 に基づき、以下の報告があった。 

・日本小児血液・がん学会が厚労省の委託を受けて開催してきた LCAS だが、今後は各拠点病院に

てブロック単位で開催することが小児がん拠点病院連絡協議会で承認された。来年度は東京都立小

児総合医療センター、京都府立医科大学付属病院、広島大学病院にて開催することが決定している。

令和 3 年度は九州大学病院での開催が予想されるため、委員の先生方にはファシリテーター等でご

協力をいただきたい。 

（2）FOLLOW UP DIARY 配布について 
古賀委員より、FOLLOW UP DIARY が必要な施設は小児がん拠点病院事務局へ冊数をご連絡く

ださいとの周知があった。 

大園委員（久留米大学病院小児科）より、以下の発言があった。 

・FOLLOW UP DIARY は去年に引き続き、新潟のハートリンクワーキングプロジェクトより予

算をいただいて作成している。今回、巻末資料を改訂し、内容も充実しているので是非ご活用いた

だきたい。また、久留米大学病院にも在庫があるため直接配布することも可能である。 

【協議事項】 

6．小児がん地域計画書について 
田口副委員長より、資料 6 に基づき以下の発言があった。 

・小児がん地域計画書案を作成している。厚労省への提出期限が 3 月 31 日となっているので、ご確

認いただき、ご意見等あれば 3 月 27 日（金）までに事務局へご連絡いただきたい。 

7．小児がん連携病院指定書発行について 
田口副委員長より、資料 7 に基づき、以下の発言があった。 

・連携病院の指定書についてはすでに発行しているブロックもあり、九州・沖縄地域でも要望があ

ったため、指定書の案を作成した。指定書の発行と指定書の書式について審議いただきたい。 

連携病院の指定書の発行と書式について異議なく承認された。 
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【各県より報告】 

8．九州・沖縄地域各県の小児がんに関する取り組みについて 

福岡県（資料 P30-31）  
＜実施している事業＞ 
・小児・ＡＹＡ世代がん患者への妊孕性温存に関する支援 
・高校生のがん患者への学習支援 
・小児・ＡＹＡ世代がん患者への在宅療養生活に関する支援 

＜令和 2 年度より実施予定の事業＞ 
・予防接種の再接種費用の補助 
 

佐賀県（資料 P32-33）  
＜実施している事業＞ 
・高校生の小児がん患者への学習支援 

＜令和 2 年度より実施予定の事業＞ 
・小児・ＡＹＡ世代がん患者への妊孕性温存に関する支援 
・小児・ＡＹＡ世代がん患者在宅ケア費助成事業 
・予防接種の再接種事業費補助 
 

長崎県   
＜実施している事業＞ 
・高校生の小児がん患者への学習支援（来年度より ICT を活用した教育支援が実施可能） 

・小児・ＡＹＡ世代がん患者への妊孕性温存に関する支援については令和 2 年度に予算化できなか

ったため令和 3 年度以降に再度予算計上する予定。 
 

熊本県 
・大学病院と連携してがんの情報の冊子を作成し、相談支援について紹介している。 
・小児・ＡＹＡ世代がん患者への妊孕性温存に関する支援については事業化に向けて検討中。 
 

宮崎県   
・現在、小児・ＡＹＡ世代がん患者への支援として事業化されている取り組みはない。 

 

鹿児島県（資料 P34-35） 
＜実施している事業＞ 
・若年末期がん患者に対する療養支援事業 
 
大園委員（久留米大学病院小児科）より、以下の質問があった。 
・福岡県で高校生の小児がん患者への学習支援の中で学習コーディネーターの配置とあるが、コー

ディネーターは教員免許を取得している方か。 

宗委員代理（福岡県）より、以下の回答があった。 
・今年度はまだコーディネーターの配置はできていない。来年度配置に向けて任用等の準備してい

るところだと聞いている。 
 

大賀副委員長より、小児がん患者への各県の支援について以下の発言があった。 

・今年 1 月に開催された中・四国ブロックの協議会にオブザーバーとして参加した際、広島や香川
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では ICT を活用した教育支援がすでに行われていることが報告された。皆様もぜひ各県へ持ち帰っ

ていただき、小児がんに関する支援の実現を進めていただきたい。 

 

【その他】 
コロナウィルスの影響について、各施設での状況や対応などの情報共有を行った。 

 

【次回開催日程について】 

大賀副委員長より、次回開催について以下の発言があった。 

・第 16 回の協議会は令和 3 年 1 月 8 日（金）に大分県にて大分大学の井原先生と末延先生にご協

力いただいて開催する予定である。 

田口副委員長より以下の発言があった。 

・今までは小児血液・免疫・腫瘍研究会と小児悪性固形腫瘍研究会と併せて年 2 回協議会を開催し

ていたが、皆さんが顔を合わせて会議をすることの難しさがあり、来年度からは年 1 回の開催とす

ることとなった。 

末延委員（大分大学医学部附属病院小児科）より、以下の発言があった。 

・令和 3 年 1 月 8 日（金）~10 日（日）にコンパルホール（大分市府内町）を仮予約している。 
1 月 8 日（金）に第 16 回九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会を開催し、1 月 9 日（土）、

10 日（日）に小児血液・免疫・腫瘍研究会、小児悪性固形腫瘍研究会、各セミナー、がんの子ども

を守る会の会議等を開催する予定で計画している。 

 

Ⅲ 閉会挨拶 

田口副委員長より閉会の挨拶があった。 

 

 



２０２０年６月１９日（金）に開催予定であったが、
中止となり、資料配布のみとなった。
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  （１）小児がん医療従事者研修事業                              

  （２）小児がん拠点病院ネットワーク事業                        

   地域ブロック協議会                             

  （３）がん相談支援事業                                      

配置人員

本年度見込 前年度実績

電話 120 109

面談 400 365

その他 10 2

合計 530 476

  （４）プレイルーム運営等事業                                      

相談件数 （件） 相談支援事業の内容 ｾｶﾝﾄﾞｵﾋﾟﾆｵﾝ医師の紹介 備  考

・保育士雇用によるプレイルーム運営の強化

・プレイルーム、AYA世代の学習スペース【Study Place ‒AYA‒】の物品等の整備及び環境改善

・入院患者家族が利用する宿泊施設運営費の補助

・宿泊施設利用者

 見込件数

 （延べ数） 960件

・Study Place ‒AYA‒

 利用者見込件数

 （延べ数） 100件

新型コロナウィルス

の影響により、プレ

イルームの利用を制

限中

3人

・小児がん相談員による院内外からの相談への傾

聴及び情報提供

・AYA世代のための学習スペースの運営

・AYA世代を対象とした学習サポーター雇用

・AYA世代の交流会開催

・九州・沖縄地域小児がん医療提供体制協議会に

属する施設の相談支援員を対象とした相談支援部

会の実施

・小児がん患者さんとご家族のためのサポート

ブックの更新

・新規入院患者向けの冊子更新

・小児がんピアサポート研修会

（前年度実績）

 1件

（紹介先医療機関）

・京都府立医科大学病院

事    業    内    容 利用見込者数 備   考

九州・沖縄ブロック小児がん看護ネットワーク会議

勉強会
開催予定1回

1回
小児がん対策の一環として地域の医療機関と更なる連携強化や情報共有を図るため、九州・沖縄地域小児がん

医療提供体制協議会を開催する。

【第16回】

日程調整中

開催回数 開   催   内   容 備  考

令和3年1月
医師、看護師及びコメ

ディカルスタッフ、院内

学級教諭、保育士
150人 小児緩和ケアチーム勉強会（特別講演・院外講師） 開催予定1回

令和3年1月
医師、看護師及びコメ

ディカルスタッフ
60人 九州地区小児固形悪性腫瘍研究会 開催予定1回

 令和3年2月

医師、看護師及びコメ

ディカルスタッフ、院内

学級教諭、院外教諭、相

談員（社会福祉士、CLS

など）

60人

令和3年1月
医師、看護師及びコメ

ディカルスタッフ
100人 九州山口小児血液がんセミナー 開催予定1回

令和3年1月
医師、看護師及びコメ

ディカルスタッフ
200人 九州・山口小児血液・免疫・腫瘍研究会 開催予定1回

令和2年9月 看護師 30人 九州・沖縄ブロック小児がん看護研修会
新型コロナの影響に

より開催中止

 令和2年6月、11月、

 令和3年3月
看護師 30人／1回 九州・沖縄ブロック小児がん看護ネットワーク会議 開催予定3回

令和2年9月5日（土）

医師、看護師及びコメ

ディカルスタッフ、院内

学級教諭、院外教諭、相

談員（社会福祉士、CLS

など）

200人 第３回小児がんのこどもの教育を考える講演会 ＷＥＢにて開催済み

令和2年4月～令和3年3月
医師、看護師及びメディ

カルスタッフ
30人／1回

九州・沖縄ブロック小児がん拠点病院テレビ会議

(症例提示・討論会・研修カンファレンス)
開催予定10回

令和2年4月～令和3年3月
医師、看護師及びメディ

カルスタッフ、院内学級

教諭、保育士
50人／1回 小児緩和ケアチーム勉強会（院内講師） 開催予定5回

令和２年度 小児がん拠点病院 活動計画

実施予定期間 対象者 受講者数 研  修  内  容 備  考

令和2年9月 医師 30人 リンパ管腫・血管腫に関する講演会
新型コロナの影響に

より開催中止
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Study place －AYA－（学習スペース） 

学習サポーター（九大生、院生）の導入について 

 

 

九州大学病院小児医療センターでは令和２年１月より、小児医療センター内の学習スペ

ース【Study place －AYA－】に高校生の患者さんを対象とした学習サポーターを配置しま

した。 

 

実施要項 

配置日時：週 2回（月・金）14：00～16：00（2時間） 

対 象 者：原則高校生以上の小児医療センターに入院中の患者さん（同時に３名まで）  

利用方法：当日の午前中までに相談員または看護師に利用希望を知らせる 

 

学習サポーターについて 

九州大学の大学院生 2名 

勤務時間：週 1回勤務（月曜日１名、金曜日１名） 

 13：30～16：30（準備時間、報告時間を含む 3時間） 

雇用形態：日々雇用（アルバイト） 

費  用：小児がん拠点病院寄付金 

雇用について留意する事項：健康状態、予防接種の状況、個人情報に関する制約等 

 

利用状況 

開催月 1 月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

開催日数 ３日 ２日 ３日 １日 ０日 ６日 ８日 ８日 ４日 

利用者数 ５名 ３名 ３名 １名 ０名 13 名 18 名 11 名 ５名 

                               （延べ人数） 

・１月から 4月まではプレ運用期間 

・5月は新型コロナウィルスの影響により中止 
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●開催日時:令和2年9月5日（土）14:00～16:00　　　　　　　

●開催方法:YouTubeによる限定ライブ配信

　小児がんを経験した子供にとって、大人への階段を登る為には様々な困難があると感じました。高校生で留年など、彼の話を聞くまでは考えたことが
ありませんでした。本人がしっかり1年間勉強したいと申し出たのならまだしも、学校の先生方が小児がんに対する知識がないが故に子どもたちの人生
を左右することはあってはならないと思います。そのためにも、小児がんという病気があるということを色々な人に知って欲しいと思います。
　小児科医は病気だけではなく、その患者のこれからの人生も一緒に考えていかなくてはならないと思いました。小児科医を目指す者として、今回の講
演会で学んだことを今後に活かしていきたいと思います。（学生）

　経験者の率直な思いが聴けて良かった。まわりに支えられたことで頑張ることができたのたろうと思いました。副島先生のお話しはたくさんの気づき
がありました。こどもが発する言葉の本当の意味を考え、否定しないことが大切だと思いました。
　九大病院はいろんな方が頑張っておられるのだとよく分かりました。学習支援が始まったことは素晴らしい。課題も見えてくると思いますが子どもた
ちの声を聞きながら新しい支援の形を作り上げてほしいと思います。（会社員）

【参加者の感想より】

　今回のオンライン研修は、参加しやすくありがたかったです。より多くの方々に参加していただきたい研修なので、来年度もよろしくお願いします。
（教員）

九州大学病院　第3回小児がんのこどもの教育を考える講演会　
～⾧期療養中の教育支援を考える～

開催報告

 昨年は教育関係者の参加人数が最多

だったが、今回は医療関係者の参加

希望人数が最多だった。

 職種別では教職員からの申し込みが

最も多かった。（51名）

 県、市議会議員からの参加希望が

あった。（５名）

 学生はすべて大学生、大学院生だっ

た。（13名）

医療関係者

の合計

83名 , 39％

 ●参加者アンケート回答者数:73名

 ●参加希望者数:213名
 ●最高同時視聴者数:145名

保健師・支援員
心理士
薬剤師
小児がん相談員・ＣＬＳ

参加希望者（213名）の職種

会社員等
親の会等の代表

医師

ソーシャルワーカー
保育士・幼稚園教諭

3
その他の医療従事者
その他・未記入

申込人数
51
39
13
12
10
8
7

職種
教職員
看護師・看護助手
学生

議員・行政職員

5
5
4
4
4

7
41
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患者さんへお配りしているチラシ

「福岡県小児・AYA世代がん患者妊孕性温存治療助成制度事業」
「福岡県小児・AYA世代がん患者在宅療養生活支援事業」について追加しました。

『小児がんの患者さんとご家族のためのサポートブック』のホームページ掲載について

2019年3月に発行した『小児がんの患者さんとご家族のためのサポートブック』を追加修正し、
小児がん拠点病院のホームページに掲載いたしました。

九州大学病院小児がん拠点病院ホームページ
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